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　今回は，総合評価方式注目の背

景です。

　建設業者が公共工事に参加する

には，建設業法より経営事項の審

査を受けます。まず，建設業者の

施工能力，財務の健全性，技術力

等を所定の項目に沿って客観的に

判断し，数値化します。これが客

観点となります。これに発注機関

が独自に評価する主観点を加えた

ものがその建設業者の経営事項審

査点数，いわゆる“経審点”とな

ります。建設業者を業種ごとに，

この点数で上位からA，B，Cとラ

ンクに分け，ランクごとに受注で

きる工事の規模が決まります。何

となく，身体の計測や体格だけか

ら，甲種合格だ，乙種だと言って

いた戦時中の出来事と似た感があ

ります。

　今日の公共工事は，指名競争入

札であろうが，公募，一般競争で

あろうが，そんな経審点で区分さ

れ，最終的には，応札額だけで勝

者が決定されるのが通例です。

　ある工事を誰が受注したとして

も，同じやり方，同じ出来栄え，

同じ効果，同じ影響など，価格を

除くすべての点で同じ品質が保証

されるのであれば，価格が最も安

くて同質のサービスを受ける方が，

良いに決まっています。公共工事

であれば，住民のすべてが喜ぶは

ずです。でも，そんなことは現実

には有り得ません。ならば，工事

価格と並べて比較選定すべき要素

とは何でしょう？

　例えば，A地点からB地点まで，

道路下のある深さに，ある口径の

下水道管を埋設する工事を想定し

ましょう。当然，所定の位置に所

定の管が入るのですから，工事後

の下水道の機能は変わりません。

でも，工事のやり方には，開削工

法と非開削工法があります。開削

工法の直接的な工事費の方が安け

れば，それだけで開削工法の採用

を即断しても良いのだろうか？そ

んな疑問や問題意識が，今，事業

者側に芽生え始めています。

　開削工法では，道路を上部から

帯状に掘削するため，土留めの設

置，撤去が必要です。それには，

重機の運転によるある程度の騒音，

振動が避けられません。管上部の

土をすべて掘削除去します。それ

には，かなりの手間（工事期間）

と大量の建設残土が生じます。道

路を掘削する範囲が広く，道路を

工事で使用する期間は長くなりま

す。それにより，道路交通への規

制が大掛りとなりますし，周辺住

民の方々の生活や商店の営業にも

影響がでます。さらには，開削の

埋め戻しに山砂を用いた場合，将

来，大きな地震が発生した場合，

地盤が液状化する危険が高まると

の指摘もあります。

　一つの工事が持ついろいろな面

を考えた時，単なる工事金額の高

低比較にとどまらず，関連して重

要と思われる要素，懸念される

要素を同レベルの数値換算に置き

換え，総合的に比較評価する方式

「総合評価方式」が俄かに注目され

ています。

　さて，非開削工法で，評価でき

るもの，されるべきものは何で

しょうか。様々な事例を通じ具体

的に研究する必要があるようです。

　　 〈編集委員長　石川和秀〉
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